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写真について 

英国 Sheffield大学の Peter Redgrave先生(Pete)と妻と 3人で 2011年の秋に白川郷に 1泊旅行に行った。

合掌造りの家の囲炉裏の脇で一服しているときに気が付かないうちに Pete が撮ってくれたのがこの写真

だ。後で見せられた時には、楽しい旅行の合間で、自分では意識しないうちにこんなに険しい表情をして

いたのかと少しびっくりしたが、結構気に入っている１枚である。思い出すとその時も大変なことが色々

あって、そういう内面の葛藤が知らないうちに表情に出ていたのだなあと思う。思えば、大学を卒業して

からこの方、楽しいだけの時なんてなかったわけで常に何かと闘ってきた。そのような自分もまさしく自

分そのものであって、受け止める気持ちも必要だ。私より年長の Peteはよく「お前が大変なのは自分もよ

くわかる」と言ってくれていた。この写真越しにそういう Peteの優しい目線がわかる一枚である。 

 

 

学歴･職歴 

年(昭和) 月    
 

５４ ３ 
 
私立灘高校卒業 

 
４ 

 
東京大学理科 III類入学 （東京大学運動会漕艇部） 

５６ ４ 
 
東京大学医学部医学科入学 

６０ ３ 
 
東京大学医学部医学科卒業 

 
４ 

 

東京大学大学院医学系研究科入学（生理学専攻） 

医学部付属脳研究施設脳生理学部門（島津浩教授のち本

郷利憲教授） 

 
６ 

 
３日  医師免許取得 



６３ ４ 
 

スウェーデン王国イェテボリ大学生理学教室客員研究員 

(Anders Lundberg教授) 

年(平成) 月 
  

元 ３ 
 
東京大学医学系大学院単位取得済み退学 

 
４ 

 
東京大学医学部脳研究施設脳生理学部門助手 

 
５ 

 
２４日  医学博士号取得 

２ ６ 
 
留学より帰国 

５ ５ 
 
群馬大学医学部生理学第二講座講師 

７ ４ 
 
群馬大学医学部生理学第二講座助教授 

８ １ 
 

岡崎国立共同研究機構生理学研究所 統合生理研究施設

教授 

１６ ４ 
 

大学共同利用機関法人自然科学研究機構生理学研究所 

発達生理学研究系教授 

研究略歴 

1985-1988 
 

指向頸運動制御に関わる神経回路の解析（東京大学医学

部脳研生理・佐々木成人助教授） 

1988-1990 
 

上肢到達運動の制御に関わる脊髄神経機構（イェテボリ大

学生理学教室 Lundberg教授、Alstermark博士） 

1990-1993 
 

指向頸運動制御に関わる脳幹ニューロンの活動の解析

（東京大学医学部脳研生理） 

1993-1995 
 

Ca透過型 AMPA型グルタミン酸受容体の分子生理学的研

究（群馬大学医学部生理・小澤瀞司教授） 

1996-現在 
 

上丘局所神経回路の構造と機能 

サッケード運動を指標とする注意と意識の神経機構、特に

盲視のメカニズム  

霊長類上肢運動制御に関わる神経機構と脊髄損傷後の機

能代償機構 

所属学会 

   

日本生理学会 

日本神経科学学会 （庶務理事） 

北米神経科学会 

 

    賞罰 ２００６年 ブレインサイエンス振興財団・塚原仲晃記念賞 



    招待講演など 第 7回 FENS Forum(2010 Amsterdam)で特別講演 

   Gordon Research Conference (“Eye movements”)で招待講 

演(2011)など 

 

    学術誌の編集など 

 Section editor of Neuroscience (since 2011) 

 Section editor of Neuroscience Research (since 2009) 

 Section editor of Acta Physiologica (since 2009) 

 Editorial board member of Current Opinion of Neurobiology (since 2008) 

 Editorial board member of Experimental Brain Research (since 2012) 

 Invited editor of Special Issue of Neural Networks (2009) 

 Invited section editor of Current Opinion of Neurobiology (2009)  


